
  

 

 

 

 

「忍岡小から世界へ。忍岡小から未来へ。」 

令和７年度、忍岡小学校は創立１５０周年を迎えました 
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満開の桜とともに、輝かしい春が訪れました。本日から忍岡小学校の令和７年度が始まりました。１

年生の保護者の皆様、御入学おめでとうございます。また、２年生以上の保護者の皆様、御進級おめで

とうございます。子供たちの明るい笑顔、元気な挨拶、そして、大きな希望とともに、令和７年度は新

しく３９名の１年生を迎え、全学年２学級、計１２学級、児童数３２８名でのスタートです。 

さて、忍岡小学校は、今年度いよいよ創立１５０周年の記念すべき年を迎えました。本校は、明治８

（１８７５）年１０月２日、現在の学校の近くにある東淵寺様の境内の一部をお借りして開校しました。

明治５年（１８７２年）８月の学制発布により日本の近代教育制度は始まりましたが、本校はその僅か

３年後には、正式に小学校として開校したことになります。創立当時のことについて、創立１４０周年

記念誌には次のような記述があります。 

 本校が開校した当時は、明治４（１８７１）年の郵便制度導入、明治５（１８７２）年の鉄道開通、

富岡製糸場設立、明治７（１８７４）年の自由民権運動の始まりなど、日本の社会が急激に変化を遂げ

た時期でもありました。欧米の文化や価値観を受け入れ、日本の伝統や文化と融合させながら、新しい

社会を築き始めた時代だったと考えられます。このように社会が大きく変革してきた中、地域の皆様の

大きな期待と溢れんばかりの希望とともに開校を迎えたことと思います。それから１５０年が経過しよ

うとしていますが、地域の皆様の思いや願いは脈々と受け継がれ、本校に関わる全ての方々の熱い気持

ちと絶え間ない努力のおかげで、幾多の困難をも乗り越えて現在に至っています。 

令和７年度は、本校にとりまして重要な１年になります。現在本校に在籍する児童や教職員、保護者

の皆様、地域の皆様、同窓生の皆様など、忍岡小学校を愛する全ての方々とともに、「忍岡小から世界

へ。忍岡小から未来へ。」の言葉に願いを込めて忍岡小学校創立１５０周年をお祝いしてまいりたいと

思います。 

今年度も子供たちの笑顔のために、また、健やかな成長のために、教職員一同力を合わせ、工夫と改

善を重ねながら教育活動を推進してまいります。子供たちの明るい未来と忍岡小学校のますますの発展

のために、本校の教育活動に御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

                                                                   令和７年４月７日 
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岡
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が
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住
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る
場
所
の
こ
と
で
す
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